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ドイツ文学におけるローマン
　　　　　理論の研究（I）
一序　　論一
谷　崎　英　男
1．はじめに
　筆者はさきに，rドイツ文学における叙事文学の諸形態」（r早稲田商学』247
号，252号）において，叙事文学全般についての考察をおこない，さらにrド
イツ文学におけるノヴェレ理論の研究」（r早稲田商学』26ユ号，266号，276号，
281号）において，叙事文学の一部門であるノヴェレ理論の発展のあとをたど
った。従って本稿「ロマーソ理論の研究」は，それにつらなるものであること
をおことわりしておきたい。
2．小説という言葉の意瞭
　小説という言葉の意味は，大槻文彦繍のr犬言海』によれば，r君子の経伝
にあらず，小人の説話本の意」とし，漢書r芸文志』の「小説小人所説也」と
いう文を引用Lてい飢そしてrつくりものがたり，作老の想像によりて，世
事の経遇，人情の波欄曲折校どを実にありしごとく述べる文の総名」と解釈し
ている。また講橋轍次外3名著の『新漢和辞奥』（大修館発行）によれば，（1）
とるにたらない議論（2）昔中国で俗世間のできごとなどのおもしろい話。また
はそれを書いた書籍。六朝の志怪小説，唐代の伝奇小説たどの文語体の短篇小
説と，宋以後の白語の長篇小説の二大系統がある　（3）近代文学の形式の一っで，
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作着が創造し，また事実を脚色Lた散文形式の文学，nOYe1の訳語，となって
おり，小学館のr日本国語大辞典』もほぼ同じような解釈をあげ，r坪内遭蓬
（185ト1935）がノヴェルという概念を翻訳するためにr小説』という古典語
に新生命を与えたもの」とLている。このようにみてくるならぱ，小説という
言葉は，その起源を中国にもち，明治になって遣蓬が英語のノヴェルの訳語と
して，この言葉を用いたことが明らかである。奥野信太郎氏も，つぎのように
述べている。
　　「小説という言葉をわれわれはなにげなく使っておりますが，実は古い中
　国語たのであります。考えてみますと小さた説，小さな話というのに長篇小
　説というのはおかしなものです。大へん長い小さな説というのを，われわれ
　はちっとも怪まずに使っているわげです。よく吟味するとおかしなはなしで
　すが，そのもとは，中国では『小さな話』だったのです。」ω
　また前野直彬氏は，つぎのように書いておられ私
　　r中国の小説史を説くにあたっては，魯迅の『中国小説史略』以来，その
　冒頭の部分において，二つの視点を導入するのが通例となっている。一つは
　中国の古代神話について叙述することであり，もう一つは，r小説」の語の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もと　古い用例としてr荘子』外物篇の「小説を飾って県令（大きな名誉）を干め
　る」の一句，および『漢書』芸文志中の諸志略小説家者流の記述を解説する
　こ。とである。
　　これは妥当であると同時に，折衷的な方法でもあった。申国にはたしかに，
　古くからr小説」という言葉も，r小説家」として分類される書物も存在し
　た。しかしそれらは，現代のわれわれが小説と意識するものとの間に，内容
　上かなりの椙違を持つ。その一方，現代のわれわれが意識する小説には，西
　欧の小説の観念が強く働いているので，そこに固執するならぱ，神話から叙
　事詩へ叙拳詩から小説へという路線を，想定することも可能である。だが
　神話は，通常，中国では「小説」と呼ぱれた分類に属するものではなかっ
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た」。②
　このなかで，r荘子』外物篇のr小説を飾って県令を干める」の小説は前記
（1）のrとるにたらない議論」を意味しており，『漢書』芸文志中の小説家老流
の記述というのは「小説家者流，蓋出於稗官。街談巷語，道聴塗説者之所造也。
孔子日，難小道，必有可観老焉，致遠恐泥，是以君子弗為也。然亦弗滅也。閻
里小知者之所及，亦使綴而不忘。如或一言可採，此亦甥桑狂芙之議也。」のこ
とで，前野氏の解説によれば「小説家者流は稗官から出たものと考えられる。
町でうわさ話をしたり，遣で聴いたことを道で人に話すような連中の作ったも
のであ私孔子はr小さな道であっても，必ず見るべき点があるものだ。ただ，
深遠なところへ到達するためには，それらにかかわっていると拘泥してしまう
恐れがある。だから君子はそれに手をつげないのだ』といったが，だからとい
って抹殺もせず，町村の小さな知恵をもつ者の見聞のおよんだ範囲に属するこ
とも，書きとめて，忘れられることがないようにさせた。そのなかに一言でも
採るべきところがあれぱ，卑賎な者や礼法を守らぬ者の意見でも，為政者の参
考となるように，これらもまた一つの参考となるわげである」という意味であ
って，これが前記の（2）「音中国で俗世間のできごとなどのおもしろい話。また
はそれを書いた書籍」のことである。
　r小説」という言葉の意味の吟味は，以上でつきると思われるが，小川環樹
氏によれば，申国の小説の起源は遠く魏，晋（3世紀および4世紀）にさかの
ぽるが，それは文語で書かれ，庶民とは縁のないものであったが，宋代（10世
紀以後）以後庶民の日常的た言語「白話」が用いられ，元末から明初めにかげ
（14世紀ごろ）『三国演義』『水瀞伝』『西避記』などの長篇小説として結晶した。
そして西欧的なリアリスティックなあらわれたのは，明代中期に出た『金瓶梅』
以後のことであるという。亘3〕
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2．　ロマンスとノヴェノレ
　ところで前述のように，遣遙がそのr小説神髄』（1885年）のなかで，ノヴ
ェルの訳語として「小説」という言葉を用いたことは確かであるが，同書にお
げる「小説」という言葉の使い方はまちまちであ私たとえばr繕言」のなか
では，菊池大麗の『修辞及華文』を引用して「中古の小説より近時の人情話に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つくoものオ；たり移れる実況」のように用い，またr小説の変遷」のなかではr小説は仮作物語の
一種にして所謂奇異譲の変体なり。奇異講とは何ぞや。英国にてローマソスと
名づくるものなり。ローマンスは趣向を荒唐無稽の事物にとりて，奇怪百出も
て篇をなし，尋常世界にあらわれたる事物の道理に矛盾するを敢て顧みざるも
のにぞある。小説すなわちノベルに至りてはこれと異なり。世の人情と風俗を
ば写すを以て主脳となし，平常世間にあるべきようなる事柄をもて材料として
而して趣向を設くるものなり」のように使ったり，また「交化いまひとしお進
むに及びて，世人ようやくローマンスの荒唐無稽にうむよしありて，ローマソ
　　　　　　　　　　　　　　ノベル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ペ　ルス随つて衰え，いわゆる真成の物語起る」とか，rさあらば真の小説稗史はい
かなる時世に現わるぞ」のような使用法もなされている。
　このようにいろいろな使い方がなされてはいるが，遣蓬のめざしたものは，
r小説の主眼」の項でr小説の主脳は人情なり，世態風俗これにつぐ」と述べ
ているように，近代的意味でのリアリズム小説であったことは，明白である。
遣蓬がこの『小説神髄』とその実践版ともいうべき『当世書生気質』によって，
それまでの封建的な道徳を鼓吹することでかろうじて存在を許されてきた徳川
時代の小説のありかたを批判して，小説は功利的な目的を離れて，自分自身の
芸術としての目的を追うべきことを主張したことは，日本の文学史上真に画期
的なことであった。；4〕
　　　　　　　　　　　つくりものオ：壮り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工のヵおのも切由｛たo　　’　ペ　ル
　前記のように，遣蓬は仮作物語を奇異講（艀一マンス）と尋常の講（小説）
の二つに分けているが，ウェレック（R．Wellek）とウォーレン（A．Warren）
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によれば，この区別は1758年にクレァラ・リーヴ（C1ara　Reeve）によってな
されたもので・rノヴェルとは冤実の人生と風習と，またそれがえがかれてい
る時代との描写であ私ロマンスとは，高尚なかつ調子の高い言葉で，いまだ
実際には起らなかったことまた起りそうにもないことをえがく」ものとされて
い乱そしてこの二つの型は・散文・叙事のもつ二つの血統をあらわし，rノ
ヴェルは非架空的な叙事説話の形式一手紙，日記，備忘録か伝記，年代記か
歴吏一から発達した」もので，r様式的には，それは代表的な細都，せまい
意味での模倣を強調しているのに反して，回マンスは，叙事詩と中世のロマソ
スとの後継者であって，細部の真実らしさは，もっと高次の現実性，もっと深
い心理をめざしているので，無視することができる」のである。㈲
　LかLながらロマンスとノヴェルは，今日では全く異った意味で用いられる
こともある。たとえぱアメリカ小説の特質にrロマンスの要素を取り入れるこ
とによってその運命を開拓し，かつ自已定義を行ってきた事実」を指摘してい
るチェース（R．Chase）は，つぎのように述べている。
　　　ノザ世ル　　r小説とロマンスの主な相違は現実を見る見方の相違であることは異論の
　ないことであろう。小説は現実を厳密に，詳細に，しかも包括的に描く。一
群の人間を捉えてきて日常の生活を行わしめる。この登場人物たちは複雑な
気質や動機をもって読者の眉の前に現われてくる。また彼らは周囲の環境に
対して，お互に対し’その属する階級に対して，自分の遇去に対して読者の
首肯できるような関係を傑っている。人物は行動やプロットよりも重要であ
　る。物語中の悲劇的または喜劇的な事件はおそらく重要な1人物，または人
物群，あるいは人生の生ぎ方についての読者の知識ないし感情を高揚するこ
　とを第1の目的としているであろう。小説中に起る事件はその時の事傲こ応
　じて読老の納得できるものでなけれぽならない。……歴史的にいえば，すで
に述べた通り小説は新興中産階級の利益と野望に仕えるものであった。
　　これに対してロマンスは遠く中世紀の例にならって，現実を描くにあたっ
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　て小説の場合ほどふくらみやディテールを与えない。ロマ：■スは人物より事
　件を歓迎する煩向がある。そしてその事件も小説の場合におけるより，いわ
　ば現案の低抗を感ずることが少く自由奔放である。一・・ロマンスはさほど複
　雑な関係を設定することなく成功をおさめることができる。登場人物たちは，
　大てい平面的なタイブであるが，お互に，あるいば杜会に対して，または遁
　去に対して複雑な関係をもたない。人聞関係は大体において理想的な形で示
　されてい私……人物の性格そのものは非常に描象的となり，理想化され，
　ある種の口で■スにおいては単にプロットの機能を果すだげのものとなって
　いる感がある。またブロットが著しく潤色されていることはいうまでもな
　い。」㈲
　このようなチェースの考え方によれば，ロマンスとノヴェルの相違点は，遣
蓬のいうような奇異謹と尋常の誤の区別ではなく，またウェレックとウォーレ
ンのいうように，r現実の人生と習慣と，またそれがかかれている時代との描
写」と「実際には起らなかったことまた起りそうにもないことの描写」の区別
ではなく，簡単にいえばr人物」に重点をおくのがノヴェルであり，r事件」や
rフ㌔ツト」を重視するのがロマンスであるということになるであろう。
　ところでイギリスの英文学老であるM．ブラヅドベリ（M．Bradbu町）は
　ノヴユル「小説」の始まりをセルバンテスの『ドン・キホーテ』（El　ingenioso　hida1go
D㎝Quiiote　de　la　Mancha）（1605年第1部，1615年第2部）に求め，㈹また
フランスのドイツ文学老として有名なM．ロベール（M．Robert）も近代小説
の起源をrドソ・キホーテの忘れがたい冒険」とrロビ：！ソン・クルーソーの
難破と無人島」にありとしているが，〔割『ドン・キホーテ』が近代小説の始まり
の一端をになっていることには異論がないであろう。そしてフランスの文芸批
評家とLて薯名なA．ティポーデは，16世紀17世紀にr世界文学に永遠の生命
をもって付加された作品」として，ラブレーの作とセルバソテスの小説をあげ，
つぎのように書いている。
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　　r（この二つの作晶は）いずれも，反ロマネスクの小説，古い時代の小説の
　パロディであり，そういう文学に向って発した典笑だ。真の小説は小説にた
　いして発する《否》によってはじまる。ちょうど，真の哲学は哲学着を前に
　して発する《否》によってはじまるように。前記の作品によって，小説はは
　じめて，文学においてrオデュッセイヤ』r神曲』と並びうる優越した地位
　をしめた。」＝91
　このティボーデの説を前記のロマンスとノヴェルの対立におきかえるならぱ，
ノヴェルはロマソスを鈍判し，あるいはそれを否定しまた茶化してパロディ化
することによって生れたともいいうるであろう。
　また前記のM．口べ一ルもいうように「小説はブルショア的凌ジャンルであ
る」から，ノヴェルは市民的地域杜会（コミュニティ）の住む人間同志の関係
を核にしているが，ロマソスにぱ，そのようなものは関係がない。従ってイギ
リスの作家A．ウィルソン（A．Wilson）の言葉を借りるならば，匝o岬ソスの
世界はr善」（g00d）とr悪」（evi1）の対立に価値判断の基準をおくが，ノ
ヴェルの世界では，市民杜会のモラルに合っているかどうか，つまりr正」
（right）と「不正」（wrOng）の価値観が重要なのである。
　さらにまたノヴェルとロマソスの対立点としては，イギリスの作家E・M・
フォースター（E．M．Forster）の定義を借りて，㈹論理的な，緊密な構成とい
う意味のプ目ツトと，時間的な論理性，あるいは因果関係の論理性というもの
をかなり無視して，「それから次は，それから次は」という，ただ読者もしく
は聞きての好奇心に訴えてゆくという，そういう意味でのストーリーと，この
二つを中心として考えると「ロマソスはストーリーに頼り，ノヴヱルはプロッ
トを重視する」というような指摘も次されている。幽
4．　ロマーンの起源
オクスフォード辞奥によると，ノベェルはrポッカチオのrデカメローネ』
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やマルグリット・ドク・ナヴゥールの『エブタメロン』のよう在作品に含まれ
ているお話や短篇小説」というような意味では，1566年からの用例があげられ
ているが，現在のような意味でロマンスと対比して用いられるようになったの
は17世紀以後のことである。カッダン（J．A．Cuddon）の編集Lたr文学用語
辞奥』（A．DictionaW　of　Literary　Terms）によると，ノヴェルという言葉
は現在では，広範囲の種類の文学作品に用いられ，rその唯一の共通の特質は，
散文のフィクションの長い作品」であることである。そしてノヴェルの長さが
どのくらいであるべきかについては，大いに論議がなされているカミ，現在の慣
例では「6万語と7万語のあいだ，まあ20万語まで」であるとしている。さら
にノヴニルの本質はr人物，行動，事件あるいはプロットを含む物語あるいは
散文物語の一形態」であるとしている。㈱
　ところでこのような意味のnOve1にあたる言葉は，同書も指摘するように，
ヨーロッバの大低の国ではrOmanである。辞書で調べた限りでは，ドイツ語，
フランス語，オランダ語，スウェーデン語，ノルウェー語，デンマーク語，ル
ーマニア語，ロシア語すべてそうであり，イタリア語ではrOmanZ0，ポルト
ガノレ語ではrOmanCeである。ただ一つだげ英語と同じ系統の言葉nOVe1aを
使っているのは，スペイ1■語だけである。
　ドイツのロマンス文学者であるフォッスラー（K．Voss1er）が「近代のロマ
ンは，名前からいっても，事実からいってもフラ：■ス人の創作である」（Der
modeme　Roman　ist　der　Sache　wie　dem　Namen　nach　eine　franzδsische
Erindmg、）と書いているように，幽ロマンという言葉は蜴その起源をフラン
スに発している。すなわちromanという言葉は，古仏語の蝸rOmanZから
きたもので，文章語や学術語であるラテソ語ではなく，俗語（つまり当時のフ
ランス語），さらにはその俗語で書かれた作品をそう呼んだのである。
　同じように，ブロヴァソス地方の人たちや，スペイソ人や，ポルトガル人は，
それぞれの俗語やその俗語で書かれた作品を，rOm㎝SあるいはrOmanCeと
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称した。イタリア人はラテソ語とのへだたりをさらに強調Lて，かれらの言葉，
つまり初期イタリア語を文字通りVOlgare（俗語）と名づけたのである。しか
しながら中世も終り頃になって，ラテソ系の国民たちがそれぞれの国家的特殊
性と栄光を意識するにつれて，個々の国家的な標識語であるfranceis（フラソ
スの，フラソス語），provenCal（プロヴァソスの，ブロヴァンス語），italiano
（イタリアの，イタリア語），cata1an（カタロニアの，カタロニア語），castellano
（ヵスティーアの，カステ4一ア語），espaiOl（スペインの，スペイン語，現
在ではcaste11anoはスペイン語の意味でも使われる）などが登場し，romanz
という言葉は回マソス語（つまりラテン語の俗語から生れたラテソ系の民旅語）
で書かれた作晶に，自由に使えるようになったのである。ただスベイソでは，
およそ15世紀以来，rOmance（ロマソセ）という言葉は叙清詩的た英雄叙事詩
の意味で用いられるようになったために，散文の物謝こは代ってnoVelaが使
われるようになった。
　ロマンという言葉が物語を意味するようになった経緯については，ティボー
デによればrロマソス語で記されたものは，ほとんどすべてが物語であったか
らである。」rラテン語のものは一つの文学的持続，一つの伝統に属し，文化の
過去と結びつき，その将来をも準備し保証して」いるが，rこれに反してロマ
ソス語で書かれたものは，それ自体のなかに目的をもたず，個人の読書を目的
としておらず，ただ音読するため，つまり公衆の前で期議するための記憶の便
に供Lたもの」であったのである。
　またフォスラーによれば，rOmanZという言葉が今目われわれがロマソと呼
んでいるものを指し示すようになったのは，フラソスLかも初めは北フランス
においてであり，およそ12世紀から16世紀にかけて，きわめて徐々に首尾一貫
した形で行われたので，rOmanZからrOmantをへてr0皿anに至る言葉の
意味の歴史は，事態の文学的な歴史とほぽ一致している。まずもっとも古いフ
ラソスのロマソであるアルベリック・ドゥ・ブリャソソソ（Alberic　de　Bri一
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anCo皿）の『アレクサンドル大王物語』（Roman　d’Alexandre）（12初頭）や
rテーべ物語』（Ro血an　de　Thさbes）（1150年？）や『エネアス物語』（Roman
d’En6as（1160年？）や『トロイ物謡』（Roman　de　Troie）（1165年？）ωな
どがすべてラテン文学の自由な翻訳翻案であったために，rOmanZという言葉
は，とりわけ翻訳されたものを表わしていた。さらにこの時代のフランスのロ
マンが武勲詩（Chansons　de　geste）のような叙事詩とは違って，歌われたの
ではなく朗唱されたために，rOma㎜という言葉でもって，歌われたもの，語
られるもの甥唱されるものを表わすようになり，さらに韻文のロマンに代って
散文の艀マンが出現するようになって散文的なものを意味するようになり，つ
いには人文主義と共に歴史批判が生れるに及び，非歴史的なもの，個人にとっ
て重要なもの，未知で興奮させるもの，作りあげられたもの，現実離れのLた
もの，ロマネスクなもの，空想的なものを意味するようになったのである。
　ロマンという言葉の起源とその意味の変遷は以上のようなものであるが，フ
ォッスラーもいうように，ロマンの概念にはロマ1■という言葉とはいささか相
違したものが存在している。（Der　Begri雌des　Romansist　etwasanderes
a1s　das　Wo耐．）なぜなら古代ギリシャやローマ，さらには中国やインドにも，
今日ロマソと称されるものが存在していたからである。しからぽ今日ロマンと
呼んでいるものの起源はいつのことであろうか。前述のカッドンは，紀元前
1200年にエジフ。ト人が今日の小説に類したものを警いていたとしているが，一
般にロマソの起源は紀元後のヘレニズム時代にあるとするのが定説である。高
津春繁氏によれば，㈱ギリシャにはrホメーロス，へロドトス，クテシアス，
クセノフォンの『キューロスの教育』など，ロマソスを喜ぶ傾向は古くからあ
ったが，アレクサソドリア時代に至って，アレクサンドロスの遠征，新喜劇中
の恋物語，東洋の可憐な恋物語，珍らしい旅行記などが次第に合して発達して，
ついに真の意味でのロマンスあるいは小説ともいうべきものを生むに至った」
のである。現存する最古のものは，ヵリトーソ（Chaτiton）（紀元後1－2世
5！8
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紀）の一種の歴史小説である『カイレーアスとカリP工一物語』であり，つづ
いてロンゴス（Longos）（紀元後2－3世紀）の有名なrダフニスとクロェー
物語』があり，これは舞台を田園の牧歌的風景の中に敢り，ルネッサンス以後
の小説の発達に大きな影響を及ぼした。ヘリオドロス（HeliodOros紀元後300
年頃？）の『テアゲネスとカリクレイア物語』（または『ユチオピア物語』）は，
この種の作晶の頂点にたっものである。このほかにはクセノフナソぴenophon）
の『エペソス物語』，アキレウス・タティオス（Achi11eus　Tatios）の『レウ
キッベとクレイトフォン物語』がある。
　　『ロマソの理論』（Theorie　des　Romans）の著者ブルーノ・ヒレブラント
（Brmno　Hinebrand）も，後期ヘレニズム時代に，今日われわれがロマンと呼
んでいる新しいジャンルが出現したものとして，ヘリオドロスの『エチオピア
物語』が近代のロマンに対Lて重大な影響を及ぽし，フラソスにおけるオノレ・
デュルフェ（1568－1625）の『アストレ』（L’Astr6e）から，スペイ；■における
ミゲル・デ・セルバソテス（Miguel　de　Ce岬antes）（1547－1616）の『ペルス
ィレスとスイヒスムンダの苦難』（Los　Trabajos　de　Persi1es　y　Sigis㎜unda）
をへて，ドイツにおげるブラウンシュヴァイク公アソトーハウルリヒ（Herzog
Anton　Ulrich　von　Braunschweig）　（1633－1714）の『ローマのオクター
ヴィア』（Die　R6mische　Octavia），ハインリヒ・ブーフホルツ（Heinrich
Buchholz）（1607－71）のrキリスト教ドイツ国の偉犬改君主ヘルクレスとボ
ヘミヤ王ヰヴァリスカの不思議な物語』（Des　Christlichen　Teut㏄hen　GrcB－
F七rsten　Herku1es　Und　Der　B6hmischen　K6niglichen　Fr差ulein　Va1iska
Wmder－Geschichte），アンスヘルム・フォン・ツィーグラー（AnshelmY0n
Zieg1er）（1663－96）の『アジアのバニーゼ』（Asiatische　B狐ise），　カスバ
ー・フォソ・ローエンシュタイソ（CaspervonLohenstein）（163｝一83）の
rアルミーニウス』（Aminius）など，全ヨーロッパにおげるバロック時代の
規範的なひ次型になったことを述ぺている。同じくヒレブラソトによれぱ，
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1534年にバーゼルで最初の印刷が行われて以来，ヘリオドロスの『エチオピア
物語』は，多数の言葉に翻訳され，1547年にはフランス，1554年にはドイツと
スベイン，2年後にはイタリア，1569年にはイギリス，その後はオランダ，デ
ソマーク，ハソガリア，ポーラソドと続き，古代のロマンでこれほどの感化を
及ぽLたものはなく，ヨーロッパにおける最初のロマンについての理論家であ
ったピェール＝ダニェル・ユェ（Pierre・Danie1Huet）（168ト1721）はその
『ロマソ起源論』（Trait6de1’0rigine　des　Romans）（1661年）のなかで，
ヘリオドロスをホメーロスと同列においているほどである。
5．　ドイツにおげるロマンの成立
　前記のヒレブラソトはドイツにおける散文文学の初期の状況について，つぎ
のように書いている。
　　rドイツにおけるロマンが文芸学的に解明の手がかりを与えるのは，やっ
　と17世紀になってのことで，しかもそれも条件つきのもとである。なぜなら
　この時期はまとまった体系や重要な理論を作り出していないからである。…
　…ドイツにおける散文文学（Prosa1iteratur）は，ラテソ語系民旅の国々に
　比べると，比較的遅くなって登場した。こころみにイタリアのことだげでも
考えてみるとよい。イタリアでは，すでに14世紀のなかばにポヅカチオの
　rデカメローネ』が出版されているのである。」
　同じように『バロック時代のロマソ』（Der　Roman　des　Barock）の著老ハ
ソス・ゲルト・レッツァ（Hans　Gerd　Rδtzer）も次のように述べている。
　　rヨーロッパのほかの国々と比べると，ロマ：■，すなわちかなりの大きさ
　の散文物語（Prosaerぬhlmg距δBeren　Umfangs）がドイツで独立した文
　学的ジャソルとして認められるまでには，きわめて長い時閻を要した。散文
　文掌に対する初期の個別的な理論的発言ば，大低は当時有名だったスペイン
　や，フランスや，イギリスのロマ：■の翻訳のはしがきの中でなされたもので
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　あるが，（あとからイタリアのロマンも加わった），それらの発言は17世紀の
　前半から始まっている。しかしながらそれらの発言は，ロマンに対する原則
　的な文学理論というよりは，むLろこのロマンという新しい書き方の技法に
　対する弁護であった。そして風紀を乱し，作り物を真実といいふらす叙事詩
　の私生児としてのロマソに対する攻撃は，17世紀全体を通じてやむことはな
　かった。」
　このようなドイツの後進佳の原因には，色々在ものがあげられるのであるが，
一つは地理上の発見によってヨーロヅパの繁栄の中心が，地中海から大西洋岸
へ移動したことや，隣国フラソスをはじめヨーロッパ各地に中央集権的国家が
着々形成されつつあったのに，ドイツは依然として中世以来の政治的分裂状態
にとどまっていたことや，とくにカトリックとブロテスタソトの宗教戦争に端
を発した30年戦争（1618－1648）がドイツの国土全体を戦場にして展開し，長年
にわたって断続し，人口を半滅するほどの荒廃をもたらしたことなどがあげら
れる。このようなドイツの文学的後進性について，r17世紀のドイツのロマソ』
の著者ウルス・ヘルツォーク（Urs　Herzog）のいうことを聞いてみよう。
　　「ドイツでは，どうしてこのような（少肢くとも18世紀に至るまで）恒常
　的な文学的な遅れがあったのであろうか。これに対する理由を十分に示すこ
　とは，中世以来の政治的および杜会史的な情況をたずねることにほかならな
　いであろう。またゲルマソ民族がヨーロッバの中世の文化史に遅れて加った
　ことや，ラテン系諸国家と比較して，超地方的で豊かな文学語の完成に要す
　るはるかに犬きたむずかしさもあげられるであろう。……『遅れた国家とい
　う概念』（der　Beg雌der　Yersp邑teten　Nation）はヘルムート・プレスナ
　ー（Helmut　P1essner）の著書から出ている。バロックの時代を彼はr遅れ
　た17世紀』（das∀er誼umte17．Jahrhmdert）と呼び，この世紀を次のよ
　うに告発している。『この遅れた17世紀はr非政治的人間の考察」胸流にいう
　たらば，われわれをr非文学的な国家」にしてしまった。この世紀は本当の
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意味において言語を抹殺Lてしまった。その結果，われわれは言葉や，著作
活動や，文学に対してなんらの杜会的関係を見出さなかったぺ・・…このよう
な状況においては，内容からみて，また物語のタイプとして，杜会を前提と
する近代的なロマソの発展はありえなかったのである。
　ドイツから始まった宗教改革は，ラテン系諸国家においては，ドイツ帝国
の領域にもたらしたような破壌的な影響は与えていない。ルネッサンスのも
ろもろの衝撃は，ドイツでは遅れて到着したのち，全く枯死してはいないけ
れども，ことなった道へ導かれるのである。かくしてドイツの16世紀および
17世紀の文学的人文主義は，部分的にそのイタリアやフランスの手本を，グ
ロテスクたものに歪曲してしまったのである。17世紀の文化的，とくに文学
的な事柄に注目するならぱ，ドイツ帝国の内都においては，宗教改革と信仰
戦争にその原因をもつ小国分立は，きわめて重大た意味をもっている。絶対
主義国家への風潮一スペインとフランスでは，文学的古典の政治的な空間
一にはプレーキがかけられる。スベインやフランスでは，王が代表してい
る集中的な調整的中心を欠いており，とくにその政治的・文化的放射力にお
いて，パリやマドリッドと比肩しうるような帝国の首都を欠いていたのであ
る。・一・いたるところで直接に妨害の作用をする不利な条件は，17世紀にお
けるドイツ語の置かれた状況である。周辺のラテソ系諸国の文学語に比べる
と，ドイツ語はこの時代にはいわぽ野蛮な状態である。そのためにドイツの
文語や文学語が，1800年頃ヨーロッパ諸国との競争をもはや恐れる必要がな
くなるまでには，1世紀の経過を要したのである。言語の完成が不十分なも
とで苦しんだのは，ロマンもドラマや詩と同様である。しかしながら，この
ように言語が，さらには全文学的・文化的事象が杜会的なさまたげを受けて
いることは，一種の不安感を作り出し，それが内容からみて，また物語のタ
ィプとして，杜会を前提とするロマンに，ほかのいかなるジャンル以上には
げしい打撃を与えるのである。」
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　なおもう1点ヨーロッパにおけるロマンの登場に決定的た役割を演じたもの
に，1450年頃に行われたヨハネス・グーテンベルク（Johames　Gutenberg）
（140ひ一1468）による金属活字を使った印刷術の発明がある。この点に関して
は，フリヅツ・ヴァーレンブルク（Fritz　Wahrenburg）はrロマソの機能変
遷と美学的規範』（Funkti㎝swandel　des　Romans　md直sthetische　Nom）
のなかで，次のようにその役割を評価している。
　　r印刷術の発明は近代のロマンの発展とロマンの美学的およびイデオロギ
　ー的潜在力の解放にとって，構造決定的な意味をもった。テキストの再生を
　可能にしたこの新しい技術は王教会の布教史および一般の教育史において，
　いわば革命的な変化を期待させたのである。初期の数十年間は宗教界ならび
　に俗界の学老たちがこの人工の書き方の技術にいだいていた希望は，たしか
　に新しい発明の技術的・経済的な利点や，生産の速度や質および書物の低廉
　な値段に根拠を求めていた。しかしながら中心的な目的としては，それまで
　は知られていなかった規模における信心の普及や，人文主義の学着たちから
　は，古代から伝えられた文献の保存や出版がつねにあげられていた。これら
　の2っのグループの代表者たちは，文献の大量生産と大量伝播，つまり読書
　能力の拡大を前提条件としていたけれども，かれらはさらに伝達されるコミ
　ュニケーションの型式を形成される読者層に伝え，この新しい発明によって
　読者の受け入れ方法が本質的に規定されたのである。管理しやすくて，公共
　的・集合的な聴講に代って，書物という形式によって個々人の隔離Lた私的
　な読書が登場Lた。もっぱら市場によって管理され媒介されて，読者の特殊
　な需要や期待，とりわけ綜合的な清報と意識と現実を先取する1種の楽しみ
　がみたされるようになった。孤独な個人の裁量にゆだねられたために，読書
　にはっまるところ個人的な空想の可能性と杜会的な影響力を発展させること
　が可能となり，それによって政治的・信仰上のもろもろの組織が分裂したの
　である。」
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μ　それでばドイツにおげる最初のロマソは，いったい何であろうか。この点に
っいても学者によって色々た見解がとられている。たとえぱヒレブラソトは，
フランスの聖杯物語群偉oの1つである『散文ランスロ』（Lance1ot　en　prose）
（1225年頃）のドイツ語訳（1230年頃）がドイツにおける最初の散文作品とし
ているが，フラソスでは騎士散文ロマソ群を生み出したけれども，ドイツでは
それ以上の影響はなく，新しい散文形式に対する時はまだ熟していなかったと
Lている。そしてドイツにおいて広い土台の上に現われた最初の散文物語はイ
ェルク・ヴィクラム（I6rg　Wickram）（？1520一？1562）の作品としている。
ヴィクラムはエルザスのコルマルで睦軍大佐の庶子として生れ，劇作家と
しても活躍したが，1554年以来ブルクハィムの市書記をつとめた。彼の文
学的にもっとも成功した作品は，旅のなぐさみのために族客馬車のなかで話
し合われる笑話集である『車中草紙』（Das　Rollwagenb亡chlein，1555年）で
あるが，ヒレブラントは苦労して成功をかちとる農夫の息子と，貴族の放蕩息
子を対照的に描いたr青年の鑑』（Der　Jungen　Knaben　Spieg1．1554年）と
ある商家の生活を3代にわたってくりひろげ，周囲の人々との密接な相互関係
を描いた『よい憐人と悪い憐人について』（▽on　Guten　und　Bδsen　Nachbam，
1556年）でもって，ヴィクラムは市民的ロマンのジャソルを確立したものとし
ている。
　Lかしながらゲッツアは，もちろんヴィクラムのことにふれなカミらも，物語
構造においては伝統的ではあるが，内容的には新しい方向を示すものとして，
1509年1こアウクスブルクで作者不明のまま出版されたrフォルトゥナートゥス』
（Fo前unatus）をドイツにおける市民散文ロマンの最初のものとしてあげてい
る。この作品は多分15世紀の後半に南ドイツで，それもひょっとしたら繁栄す
る商業活動の中心地であったアウクスブルクで生れたらしい。この物語には童
話的性格も含まれてはいるが，貴族に代る新しい階級，すなわち豊かた都市市
民階級が登場しており，この点が新しい点として評価される。物語は2都に分
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れ・1部ではある貧乏な商人が富と名望をえて，賢卿こ自分の分に安んずるこ
とによって富と名望をふやして行く次第が描かれる。第2部は2人の息子の愚
かな生活態度を取り扱い，この愚かな息子の手で富はふたたびあわのように消
えてしまうのである。つまりr7オルトゥナートゥス』はある商家の栄進と没
落の物語なのである。もう少し詳細にその経過を見てみよう。
　物語の主人公フォルトゥナートゥスは，自業自得でひどくおちぶれてしまっ
た爾親の貧しさを恥じるあまり，自カで自分の生活を立て直そうとして故郷の
キプロス島をひそかに出て行く。何年かの修業時代には，成功やその反動とし
ての失敗が交互におとずれる。まずフォルトゥナートゥスは，ある貴族のお供
に加わり，試合で高価な賞をえ飢しかしながらなまけものや娼婦との悪い付
き合いで，すぐにお金をまたなくしてしまう。今度は少し利口になって，ある
金持の商人のところに徒弟奉公をする。しかしこの新しい親方がまちがいによ
って殺人の罪に問われ，死刑の判決をうげると，フォルトゥナートゥスは国外
に追放され，またしても無一物の身になる。森の中で彼は偶然，これまでに不
幸な人達に6つの贈り物を与えている幸運の乙女に出会い，彼はr知恵」r富」
r力」r健康」r美」r長命」の6つのなかから1つを選ぶことを許される。平民
の息子であったフォルトゥナートゥスは，決してつきることのない富の入った
幸運の財布に決める。両親とは違って，彼はこのように簡単に手に入れたお金
を浪費せず，節約して財産をふやし，富でもって友人や名望を得ようと努める。
彼は故郷の町へもどって堂々たる家を建て，大規模な商売をはじめる。幸運の
女神は，勤勉で賢明に考えて行動する彼の味方をす孔王は彼に伯爵の娘と結
婚させようとするが，彼はこのように王様から好意が示されたにもかかわらず，
自分の階級を飛び越えるような高望みはしない。その生活様式では都市貴族に
匹敵するにもかかわらず，彼は商人のままとどまるのである。この点は1つの
新しい局面であるといえよう。自分達の価値を自覚した豊かな市民階級は，貴
族階級からみずからをひきたたせ，階級差別の一般的な平均化をさけたのであ
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私この作品の知られざる薯老は，フォルトゥナートゥスという主人公を自己
意識に目覚め，金銭をあてにする市民階級のつつましさの典型として描き出し
ているのである。
　かくしてフォルトゥナートゥスは，2回目の族行でサルタンの魔法の帽子を
獲得して，その生涯の終りに2人の恵子アンペードとアンダロジァに，ぎちん
とした家庭と順調に行っている商売と2つの魔法の指輸をゆずることができた。
彼の成功は，物質的幸福と，中世には最大の罪とみたされていたごう慢さの反
対である階級的なつつましさとの思慮深い結合に，その基礎をおいていたので
ある。げれども恵子たちは父親の範例には従わなかりた。アソペードは相続し
た財産のなかに逃げこみ，資本を用いて働らくことをせずに，1度手に入れた
財産にこせこせとしがみつこうとして，無職の利子生活者になる。アンダ同ジ
ァのほうは，騎士階級の修業者のスタイルで，幸運の財布をもって旅に出かけ，
名門貴族の出身老のように，よそおったり，振舞ったりする。そのうえ，もち
ろん失敗はしたが，王の娘に求婚までしている。失敗に失敗が積み重たり，と
うとう貧乏になって兄のところへもどってくる。しかしながら経験を重ねるご
とに豊かになって，その地位に安んじる父親とは違って，ア：■ダロジァは少く
とも王様のお気に入りとして宮廷にとどまるように，何度も試みて成功したが，
このような市民階級出身の成上り著の明白なえこひいきは、貴族のねたみを呼
び起し，アンダロジァは殺され，兄も傷心のあまり死んでしまうのである。
　フォルトゥナートゥスの人生に，中世の騎土階級に対してまったく新しい価
値の尺度を発展させた市民階級の商人の徳性が例示されているように，息子た
ちはこのようた市厨的な自己協調からの離反によって，新しい価値の尺度の疑
いのない妥当性を明らかにしている。怠情とごう慢と不安定は，取引を破壊す
るのである。それゆえ，『フォルトゥナートゥス』を豊かな市民階級の階級を
のり越える解放の最初の例と解釈することは，閻違いであろう。なぜなら金銭
の力に基礎をおき，あらゆる人閻相互間の接触を商業的な取決めに堕落させて
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しまう市民階級の自覚的な行動士その経済的独立にもかかわらず，裕福な都市
の市民はまだ階級構造の平均化へは手を染めていたいのである。そのことはと
もかくとLて，決してつきることのない財布とか，所有老をどこへでも連れて
行くという魔法の幡子などが登場して古い童話的要素をもちこみながら，貴族
階級に代って新Lい都市市民階級が物語の筋書きのにない手として出現した点
において，市民的散文ロマ1■の萌芽を示すものといえよう。
　次にイェルク・ヴィクラムを取り上げてみよ㌔彼は1部は翻案物であるが，
5つの比較的大きな散文ロマンを残している。すなわち『スコットラソド出身
の騎士ガルミ』（Ritter　Galmy　vB　Schottland，1539年），rガブリオヅトとラ
インハルト』（Gabr1otto　md　Remhard，1551年），前記のr青年の鑑』とrよ
い憐人と悪い憐人について』およびr金糸』（Go1dfaden，1557年）の5つである。
最初に書かれたr騎士ガルミ』は副題に「高貴で忠誠な騎土ガルミとそのしと
やかな愛についての美しくまた愛らしい物語」（eine　schδne　und　liebliche
History，von　dem　edlen　vnd　the肚en　Ritter　Galmien，vnd　von　seiner
z直chtigen1iebe）とあるように，中世の宮廷叙事詩の散文翻訳を思わせるも
ので，フラソスの手本にのっとっており，ヴィクラムはまだ独自のものや新L
いものを生み出してはい泣い。むしろ彼の翻案は，古い材料が散文化によって
新しい読者層を見出して行く例の1つと考えられよう。第2番目の作品である
rガブリオットとラインハルト』は，副題にr灼熱の恋の不安な始まりと驚ろ
くべき繕末についての美しくも，悲しい物語，すなわち，4人の人物，2人の
パリからの貴族と，2人のイギリスからの美しい乙女（1人は王の妹で，1人
は伯爵の娘）に関する物語」とあるように，2人の7ラソスの貴族のイギリス
ヨ三の妹とイギリスの伯爵の娘に対するひそかな，許されざる恋愛の物語で，騎
土的でメロドラマ的なもので，斬新さには欠けている。
　ヴィクラムが独自なもの作り上げたのは，ようやく第3作の『青年の鑑』に
おいてであった。これは副題にr2人の若者（1人は騎士の息子，1人は農民
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の息子）についての楽しい小冊子」（Ein　schδn　kurtzW1igs腕chlein，Von
zweyen　J㎜ユgen　Knaben，Einer　eines　Ritters，Der　ander　eines　banwren
SOn）とあるように，聖書にある有名な放蕩息子の話を写実的に描いた翻案物
である。しかしながらテーマの上でも，物語の技術の上でもいくつかの変更が
なされている。宮廷的た世界の領域は見捨てられており，市民たちの人物のか
たわらに登場する少数の貴族たちは，実質的には白分たちにまかされた財産の
思慮ある冷静な管理者にすぎなくなってい孔恋愛はもはや多感な出来事では
なく，理性的で，財産をふやす世帯を建設するためにまじめに考慮すべきこと
となっている。勤勉，働きずき，絶えざる義務の履行がすぐれた美徳になり，
それに対して怠惰放縦，不確実が否定的な対立場として置かれる。物語のスト
ーリーは，ドラマのよう放2重溝造の上に組立てられており，交替する舞台の
上で演じられながら結局，宥和的なハッピィ・エンドで2つの舞台の鎖が結び
つげられるのである。もう少し詳細に物語の荒筋をたどってみよう。
　騎士ゴットリープは，子だくさんの農夫の息子であった養子のフリートベル
トと，母親が盲目的に愛してスポイルする自分の本当の息子のヴィリバルトの
2人を，若い家庭教師のフェーリクスの指導のもとにまかせる。フリートベル
トが勤勉に勉強し，つねに養父の希望に従うのに反して，ヴィバルトはますま
す酒場をふらつき廻るようになる。彼の避びの師匠には肉屋の息子のロターリ
ゥスがなり，ある日のこと父親と公然と決裂状態になったとき，ヴィリバルト
は父親の金庫をもち出したロターリゥスと一緒に逃走する。数年聞彼らは，ヴ
ィリバルトが母親からひそかにお金を何回も送ってもらっているあいだは，す
べては順調だった。しかし母親が死んでこのお金の源泉がかれてしまうと，彼
らは別れてそれぞれ独力で自分の運をためすほかはなかった。ロターリゥスは，
盗みの現場を掩えられて絞首刑にされた。ヴィリバルトは，家畜番人として，
最後にはある豚の番人の下男としてやとわれたが，あまりにもつらかったので，
誇りも捨て去って父親のもとへもどろうとした。このあいだずっと，フリート
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ベルトは先生のフェーリクスの誠実な援助を受けて，成功の道を歩み，文書起
草官にまで出世し，先生のフェーリクスも有力な地位を獲得する。そして物語
は和解の再認識の場面で終るのである。父親の宴会で音楽を演奏していたヴィ
リバルトは，その正体が認められ，父親の足もとに身をなげて許しをえ乱そ
して改心して，ある金持の商人の未亡人と結婚するのであ飢
　このヴィクラムの作品を前述のrフォルトゥナートゥス』と比較してみよう。
ヴィクラムに関心があったのは，階級の限界の間題やいやしい農民の息子の階
級上の昇進などではなく，むしろ商人および勤労のモラルの必然性から生れた
市民的な美徳，とりわけ個人的な有能さというものが，あらゆる杜会的に制約
された差別を無効にすることができる証拠を提出しようとLたのである。市民
階級は自分たちの成しとげた成果に誇りをもち，階級ヒエラルキーのより高い
層への統合ではなく市民階級のイニシャティヴによる実質価値を自信にみちた
態度で浮き立たせることが，市民階級の目標になったのである。フリッツ・マル
ティー二（Fritz　Ma竹ini）は，この作品をr市民的道徳的教育小説のはしり」
とし，r心理的・教育的発展小説の歴史の扉を開くことになった」と指摘して
おり，㈱ヒレブラントも，「この作晶において，ロマンははじめて個人の啓発に
重要さと形態を与える可能性を示し，このような物語の可能性はずっとあとに
なって発展（教養）小説のなかで，はじめて十分に試みられる」と述べており，
この作品の文学史上に占める大きな役割を指摘Lている。
　ヴィクラムの第4作である『よい憐人と悪い鋒人について』は，裕福な商人
の家族の3代にわたる生活を描いたもので，財産相続や，婚約や，結婚や，も
うげの多い取引や，商人らしい陰謀などの複雑た多様さと技巧にみちた組み合
せのなかで，物語は遼行する。もはや貴族は登場することもないし，どんな冒
険ももはやなしとげられることはない。この成功して行く商人階級の物語は，
ほんのごくわずかた個所で殺人によって暗い影をさされるが，これらの殺人老
も決Lて罰を免れない。両親の商売を引継ぐ若い人たちは，さらに修業を重ね
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るために，商業の中心地へと旅立つ。こういうやり方が商人の武者惨業のやり
方になるのである。家では両親が商売がうまく行くようにさがし求めた未来の
嫁が，厚い保護をうけながら待っている。子供たちのしあわせが，子供たちに
よって結び合う商売の経済的成功を保証するのである。このロマソの結末では，
物語の進行のなかで友人として出会ったすべての人物は，大き在伸間を作って
溝り合わ世で住むことになる。彼らの強みは，血縁的および杜会的関係によっ
て固められた団結なのである。このロマンは，まさに市民的な家族のロマンと
呼ぶことができよう。ヒレブラントも，この回マソには市民的リアリズムの特
徴をそなえ，いくつかの点で19世紀のリアリズム作家グスタ7・フライターク
（Gustav　Freytag）（1816－1895）を思い出させると述べてい乱
　ヴィクラムの最後のロマソr金糸』も同様に幸福な家族のうちとけたなかで
展開する物語であるが，『青年の鑑』のモチーフがふたたび取り上げられてい
る点がことなっている。これはこの最後に印刷されたロマンの成立した時が，
r青年の鑑』よりも前であったこととおそらく関係があるであろう。あるポル
トガルの貧しい羊飼いの恵子であるレヴフリートは，その金持の名付親によっ
て都会へ連れてこられ，実の子のヴァルターと一緒に育てられる。2人はひじ
ょうに勤勉に勉強する。彼らは『青年の鑑』のなかのフリートベルトとヴィリ
バルトのように，対立したペアではない。しかしながらレヴフリートが学校で，
その特殊な能力によって子供たちの第1人者に選ばれると，もっと恵まれた子
供たちのねたみが生ずる。レヴフリートは，彼らに対して身を守らずにはいら
れず，ついには逃げ出すのを余儀なくされる。ある偵爵のもとで，彼はその勤
勉さによって，台所の下働きから伯爵の娘のアソグリアーナの小姓にまで出世
するが，アソグリアーナは彼にひじょうた好意をよせる。ある日のこと，彼女
が彼に好意のしるしとして金の糸を贈ると，彼はそれを自分の胸に縫い込む。
彼女の彼に対する愛は，だれにも見つかることはなく，伯爵はこの成長する若者
を自分のところへ引き取る。運はかげひなたのないレヴフリートの方に向いて
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きたのである。
　そうこうする一方で，幼な友達のヴァルターは，レヴフリートの捜索に出発
する。偶然のことで，レヴフリートは友人のヴァルターを盗賦の手から救い出
すことになり，2人はリスポソヘ移り，そこで王の宮廷で，レヴフリートが生
れたときに現われ，犬のように父親の羊の群れにおとなしくついてきたライオ
：■に再開する。伯爵の所有埴にもどると，不運が襲いはじめる。伯爵は，娘が羊
飼いの息子にひそかに思いをよせていることを知り，レヴフリートを亡き者に
しようと，刺客をやとう。しかしライオンのおかげで，彼の命は救われ，レヴ
フリートは両親の家へもどる。しかし伯爵の怒りは長くは続かず，まもなくこ
の信頼のできる従老をもう一度自分のところへ引き取る。その後ポルトガルと
カスティーアのあいだに戦争が起るが，レヴフリートは勇敢さにおいて抜きん
でていたので，ポルトガル王は彼に騎士の位をさずける。いまやアソグリアー
ナとの結婚を妨げるものぱ何もない。伯爵の死後，レヴフリートはその遣産を
相続し，両親とヴァルターの家族を呼びよせ，子供たちにも恵まれ，平穏無事
な生活をおくるのである。
　このロマンのなかには，羊飼いや農民や商人とならんで，伯爵や王が登場し，
羊飼いが伯爵へ出世する経遇が述べられてはいるが，市民的恋背景が優位を占
めている。部分的には騎士冒険物語から借りている素材は，つねに報いられる
勤勉という市民の理懇へ賛歌になっている。この物語は階級的なヒエラルキー
への攻撃としてではなく，その徳の高い行為によって，当時考えうる唯一の報酬
のしるしである騎士叙任と貴族の称号と貴族との結婚という名誉を与えられる
貧しいけ恋げな男の市民的なメールヘソとして読まれるべきであろう。つまり
宮廷叙事詩の完全無欠狂理想性が市民的徳性の水準に移行されたものといえよ
う。その重ねた版数から判断すると，この物語は今日ではわれわれにとってず
っと啓発されるところの多い『よい憐人と悪い隣人について』よりは，はるか
に時代の趣味にマヅチしていた。それはおそらく1部は，貴族世界の衣裳をま
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とった彼らの期待を，この物語のなかに再発見する市民階級の読者たちの階級
的な統合志向のせいであろう。このロマソはのちにロマン派のクレーメンス・
ブレンターノ（Clemens　Breutano）（1778－1842）によって激賞されるが，
ヒレブラントは，『青年の鑑』とrよい隣人と悪い隣人について』の2作のみ
を市民的ロマソのジャンルを確立したものとしてあげているだけである。
　rフォルトゥナートゥス』をもって市民的散文ロマンの萌芽と見るか，ある
いはヴィクラムの2作をもってその確立と見るかは，おおいに議論のあるとこ
ろであろう。たしかに『フォルトゥナートゥス』のなかには，新しい市民階級
のモラルが描かれており，その点の新しさは否定できないが，作者不明のせい
もあろ5が，学老のなかには，r7オルトゥナートゥス』を後述する民衆本の
なかに入れる人が多い。たとえばヘルムート・プランク（He1mut　Prang）の
r文芸の形態史』（Fomgeschlchte　derD1chtkunst）も，民衆本の項で取り
上げており，前記のマルティニの『ドイツ文学史』，ヘルマン・ポングス（Her一
血am　Pongs）の編集した『世界文学小辞典』（Das　Kleine　Lexikon　der
Weltliteratur），ヘンリー・ガーラソド（Henry　Gar1and）のオクスフォー
ド版rドイツ文学必携』（The　Oxford　Companion　to　Geman　Literature）
のなかでも，同様である。したがってブラングも16世紀のなかばに，文学史上
きわめて重大な第1歩が行われ，ヴィクラムの作品でもって新しく生れつつあ
った市民的叙事文学の領域で，散文ロマンの独立が達成されたとしており，
ヘルマソ・グラーザー（Hermam　GIaser），ヤーコプ・レーマン（Jakob
Lehma㎜），アルノ・ルーボス（Amo　Lubos）の3人の編集した『ドイツ文
学の道』（Wege　der　deutschen　Literatur）の言葉を借りるならぱ，rヴィクラ
ムをそれゆえドイツのロマソの父と呼ぶことは不当ではないであろう」（Man
nemt　desha1b　Wickram　nicht　zu　Unrecht　den　Vater　des　deutschen
Romans一）
　さてこのようにして，ヴィクラムによってはじめてドイツ文学史上において，
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独立した地位を占めたとされるロマソは，その後イタリア，フランス，スペイ
ソ，イギリスなどの文学の影響を受けて，本格的ないわゆるバロック小説を生
み出して行くのであるが，そのことについては次回に触れることにしよ㌔
注（1〕奥野信太郎『申国文学十二詩』。
　（2）前野真彬『中国小説史考』。
　（3）小川環樹『中国小説史の研究』。
　（4）中村光夫『小説入門』。
（5）We1lek＆Warren，The　Theo命of　Literature、
　（6）Richard　Chase，The　American　nove1and　its　tradition（待島訳『アメリカ
　　小説とその伝統』）・
　（7）川端柳太郎『小説と時間』の引用による。
　（8）M．Robert，Roman　des　origines　et　orignes　des　roman（岩崎・西永訳『起源
　　の小説と小説の起源』）・
　（g）A．Tbibaudet，Le　Liseu正de　Romans（生島訳『小説の美学』）．
（1◎Angus　Wils㎝，Evi1in　the　English　nove1（高見訳『イギリス小説における悪』
　　世界批評大系7巻）．
　⑩　E．M－Forster，Aspects　o王the　nOvel（米困訳『小説とは何か』）。有名なフォー
　　スターのプロットの定義は次のようになっている。rブロソトを定義しましよう。わ
　　れわれはストーリーを，時聞的1噴序に配列された諸事件の叙述であると定義してき
　　ました。プロヅトもまた諾事件の叙述でありますが，重点は因果関係におかれます。
　　〈王カミ亡く注られ，それから王妃が亡くたられた〉といえぱ，ストーリーです。＜王
　　が亡く匁られ，それから王妃が悲しみのあまり亡くなられた〉といえぱプロットで
　　す。蒔聞的順序は保持されていますが，因果の感じがそれに影を投げかけています。
　　あるいは童た，＜壬妃が亡くなり，誰もまだその理由がわからたかったが，王の崩
　　御を悲しむあまりだということがわかった〉となれば，これは神秘をふくむプロッ
　　トで，高度の発展を可能とする形式です。それは時間的順序を中断し，その議割隈
　　の許しうるかぎり，ストーリーからはなれています。王妃の死を考えてください。
　　ストーリーならば，＜それからどうした？〉といいます。プロットならぼ＜なぜか
　　？〉とたずねます。これが小説のこの2つの様相の基本的なちがいです。」
　（均　シソポジウム薬米文学『ノヴェルとロマソス』o
　㈹　エA－Cuddon．A　Dictiona町of　Literary　Terms一
　⑭　K．Vossler，Die　Dichtungsformen　der　RomaI1en．
　⑯　ドイツ語では正しくは『ロマーソ』であるが，以下日本語の普通の呼び方になら
533
54
　って『ロマン』とする。
⑯　フランス語史では，通例13世紀初頭までのフラソス語を古仏語（ancien　franεais），
　13世紀初頭から16世紀までを申代仏語（moyen　franεais），17世紀以後を近代仏語
　（｛正angaiS瓜Ode㎜e）と呼んでいる。『プラソス交学講座』小説篇による。
㈹　これらのロマソはまだすべて韻文で警かれている。
⑱　高淳春繁『古代ギリシ中文学史』。
㈹　Thomas　Mann，Die　Betrachtmgen　eines　Unpo1itischenを指す。
⑳　聖杯物語群（Cycle　du　Saint　Graa1）というのは，12世紀の末頃アーサー王伝説
　と聖杯伝説とが重なり合ってフラソスでできあカミった物語群のことで，クレチャソ・
　ドゥ・トロワ（Chr6tiean　de　Troyes）が1180年代申葉に書いた『ベルスヴァル，
　または聖杯物語』（Perceval　ou1e　contedel　Graa1），『ベルスヴプル続篇』（Con－
　tinuationsdePerceva1），　ロベール・ドウ・ボロソ（RobertdeBoron）の『聖
　杯の由来の物語』（Romander6stoire　dou　Graa1），そして聖杯物語群を集成し
　たような形の『散文ラソスロ』（Lance10t　enprose）などのことをいう。ヴォルフ
　ラム・フォソ・エッシェソバゾ・（Wolfram　von　Eschenbach）（？1170－1220？）
　の叙事詩『バルチヴァール』（？ユ200－1210？）もこの系列の作品であることはいう
　までもない。
臼っ　Fritz　Martini，Deutsche　Literaturgeschichte　von　den　Anf身ngen　bis　zur
　Gege皿wart（三修杜版『ドイツ文学史』）・
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